
感染症発生動向調査

  平成26年第38週

◆  今週のコメント

･

◆  今週のトピックス：＜ＲＳウイルス感染症＞

◆　 全数把握対象疾患の追加，変更について

◆  発生状況

京都市感染症週報 京都市感染症情報センター
（ 京都市衛生環境研究所 ）

（9月15日～9月21日） http://www.city.kyoto.lg.jp/menu3/category/41-6-1-0-0-0-0-0-0-0.html

咽頭結膜熱の定点当たり報告数は０.５１（２１例)で，第３７週から減少傾向にあるものの，第３８週として
は過去５年間の中で最も多い報告数となっています。

ＲＳウイルス感染症の定点当たり報告数は１.６１（６６例）となり，第３４週（８月１８日～８月２４日）以降５週
連続で増加し，本年で最も多い報告数となっています。詳細をトピックスに掲載しています。

　平成２６年９月１９日から，「カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症」及び「播種性クリプトコックス症」
が五類感染症（全数報告）に追加されました。また，五類感染症の届出基準が一部変更され，「水痘（入
院例に限る。）」及び「薬剤耐性アシネトバクター感染症」が全数報告対象疾患になりました。
　なお，水痘は小児科定点による定点把握疾患ですが，入院例のみ全数把握となり，薬剤耐性アシネト
バクター感染症は定点把握疾患から全数把握に変更となります。詳細は下記ホームページをご覧くださ
い。
○厚生労働省ホームページ｢感染症法に基づく医師の届出のお願い｣
　　http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou11/01.html

全数把握の感染症

ありません

（市内定点数　インフルエンザ定点６８， 小児科定点４１， 眼科定点１０， 基幹定点１）

定点     報告数　　

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ 　インフルエンザ ０　

小児科   ①　感染性胃腸炎 １２１　

（降順5位まで）   ②　ＲＳウイルス感染症 ６６　

  ③　咽頭結膜熱 ２１　

  ④　Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 １８　

  ④　手足口病 １８　

眼科   流行性角結膜炎 ２　

【次ページ以降の主な内容】
　　発生状況の概況グラフ　/　今週のトピックス：＜ＲＳウイルス感染症＞

（ 注 ） 京都市のデータは，平成26年9月25日現在の報告数で，全国の還元データと若干異なる場合があります。
また，本情報での患者数は，届出医療機関所在地での集計で，患者の住所を示すものではありません。
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定点把握の主な感染症
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ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ及び小児感染症の疾病別推移グラフ（平成26年）
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※過去５年平均値は，平成21年／22年シーズンを除いています。
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平成２６年

第38週（9月15日～9月21日）トピックス：＜RSウイルス感染症＞
ＲＳウイルス感染症の定点当たり報告数は１.６１（６６例）となり，第３４週（８月１８日～８月２４日）以降５週連続で増加し，本年

で最も多い報告数となっています。また，「感染症法」において定点把握対象に指定された平成１６年以降，最も多かった平
成２４年第４０週（１０月１日～１０月７日）の１.４９（６１例）を上回っています。
平成２２年まで秋から冬にかけて流行していましたが，平成２３年以降，夏頃から明らかな増加傾向がみられ，本年も８月下

旬頃からＲＳウイルス感染症の患者数が急増しています。
ＲＳウイルス感染症は，年齢を問わず再感染をおこしやすく生涯にわたって感染を繰り返し，多くの場合軽い症状で済みま

す。しかし，乳幼児期においては重要な疾患であり，特に早産児や心臓・肺に疾患のある乳児，生後数週間～数箇月間の乳
児では，細気管支炎，肺炎といった重篤な症状を引き起こすことがあります。
本年第３８週までの報告例でみると，年齢階級別では１歳が１０４例（３７.４％）と最も多く，次いで６箇月～11箇月 ７７例（２７.

７％），０箇月～５箇月 ５５例（１９.８％）の順となっており，１歳以下が全報告数の約８５％を占めています。咳などの症状があ
る年長児や大人は，可能な限り０～１歳児との接触を避けることが大切です。小児の集団生活施設である保育所，幼稚園等
においては，保護者や職員を含めた手指衛生の徹底やマスクの着用など，感染を拡大させないための注意が必要です。

京都市及び全国の定点当たり報告数の推移
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　京都市の年齢階級別割合の推移

京都市の定点当たり報告数の推移
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